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資料NO．２

～ 経過報告 ～



第２回　８月２２日（月）

　　　　午後７時～
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【協議内容】 
〇これからの勝山市の幼児教育のあり方について
 ・幼児教育の現状について
         認定園児数の状況
   幼稚園・こども園・保育園の教育のねらい・内容
 ・幼児教育のあり方について
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 第２回勝山市立幼稚園のあり方検討委員会

２４２名

３９６名

３１名

６６９名

年 齢 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計 各園合計

３号 2 7 4 13
２号 6 4 12 22

勝山市立幼稚園 １号 3 4 6 13 13
３号 3 17 18 38
２号 14 34 22 70
３号 23 84 84 191
２号 105 94 105 304
１号 2 4 3 9 18

28 108 108 132 139 154 669 669

勝山市公立私立園児数 令和４年７月１日現在

３号認定（０～２歳でご家族が就労・妊娠出産・病気・障害などのため保育を必要とする場合）

２号認定（３～５歳で、ご家族が就労・妊娠出産・病気・障害などのため保育を必要とする場合）

１号認定（３～５歳で、ご家庭にお子さんの面倒をみることができる方がいらっしゃる場合）

勝山市内全園児合計

年齢ごとの合計

公立
勝山市立保育園 35

私立

私立保育園 108

私立こども園 513



4

１号認定園児数（公立１３名+私立１８名）　　   ３１名

１号・２号園児数（公立３５名+私立３９２名）　 ４２7名

勝山市内全園児数（公立４８名+私立６２１名）６６９名

第２回勝山市立幼稚園のあり方検討委員会
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6

 第２回勝山市立幼稚園のあり方検討委員会
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 第２回勝山市立幼稚園のあり方検討委員会

〇３歳以上児の幼児教育は、幼稚園・こども園・保育園で同じように
 行われている。

〇保護者は、自分の子どものことを考えて、通わせる園を決めている
 ので、公立の幼稚園を選択肢の１つとして残してほしい。
 

〇幼稚園がなくなった場合、教育委員会として関わりがなくなるのか。
 また、国のこども家庭庁のような福祉と教育がつながることはでき
 るのか。 

〇幼児期において、集団活動を行うために１学年の適正な規模がある
 と思う。 

   

主なご意見



成器南幼稚園視察

〇松川会長による成器南幼稚園の現状視察
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９月２７日（火）
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専門的見地からの所感

〇子どもの主体性を大切にして、子どもの思いを十分に引
 き出しながら子どものやりたいことを実現し、幼児教育
 の基本を踏まえた活動をしている。

〇一方で、いろいろな友だちとかかわり、子どもたち同士
 で幅広いたくさんの意見を出し合って切磋琢磨したり、
 チームに分かれて作戦をたてたりなど、多様な集団の中
 で育つ協同性や社会性などの非認知的な能力の育成の面
 から考えると、少人数では難しい面がある。
   



第３回　１０月４日（火）

　　　　午後７時～
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【協議内容】 
〇成器南幼稚園の視察状況の報告
〇これからの勝山市の幼児教育のあり方について 
 ・教育と適正規模について 
 ・財政的な視点について 
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 第３回勝山市立幼稚園のあり方検討委員会

〇今後少子化が進んでいくことを前提にして、これからの勝山市
 の幼児期の教育を公立私立分け隔てなく考えていく必要がある。
〇幼児教育では、たくさんの人と関わりいろいろな経験をするこ
 とが大切で、多様性が重要だと思う。
〇少ない人数だと力関係がある場合過ごしにくいし、多過ぎても
 トラブルが発生しやすいので、適正規模はとても大切だ。
〇幼児教育の適正規模は、１学年２・３グループができる１０～
 １２人が理想的だと思う。 

主なご意見
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【内容】 

〇これまでの勝山市立幼稚園のあり方検討委員会の
 報告
〇これからの勝山市の幼児教育のあり方について 
 
 
 

父母の会と語る会の開催

１０月２０日（木）午後７時～　



13

 勝山市立幼稚園父母の会と語る会

いただいたご意見

〇幼稚園の教育内容やきめ細かい先生方の対応に満足し 
   ている。 
〇幼稚園は戸外活動を中心に、身体を動かす活動が多い
 ため、規則正しい生活に結びついている。 
〇全国的に少子化である事を鑑み、成器南幼稚園は小規
 模園のモデルとして運営を続けてほしい。 
〇次年度入園希望児がいる。その保護者の思いも受け止
 めてほしい。 
〇勝山市として、企業誘致等をすることで人口を増加さ
 せ少子化問題を解決してもらいたい。 
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【協議内容】  
〇成器南幼稚園父母の会との話し合いの内容報告 
〇答申の方向性について  

第４回　１０月２７日（木）

　　　　午後７時～



これまでの協議を整理した
答申の方向性
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 第4回勝山市立幼稚園のあり方検討委員会
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 第4回勝山市立幼稚園のあり方検討委員会

〇勝山市の出生数が減少し、今後１００人を下回る恐れがある
 こと 
〇今後の少子化の推移や、勝山市の保護者のニーズを考えると、
 幼稚園の入園数が増加に転じることは難しいこと 
〇これまで市内７つの保育園が認定こども園に移行し、幼稚園
 の機能を有している１号認定の子どもを受け入れていること
〇３歳児以上の幼稚園、保育園、認定こども園の教育・保育の
   ねらい及び内容や、育ってほしい１０の姿は同じであること 
〇幼児教育をより効果的に行うためには、１学級あたり一定
   規模の人数が望ましいこと

検討した観点
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 第4回勝山市立幼稚園のあり方検討委員会

〇勝山市の幼児教育をより充実していくために、教
 育委員会が私立の園にも関わって指導助言するこ
 とが必要である。
〇就学前の幼児教育や子育て支援について、教育委
 員会と福祉部局が連携して一体的に取り組むなど、
 より質の高い教育や環境を提供する体制を構築す
 ることが必要である。

今後の勝山市の幼児教育のあり方
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 第4回勝山市立幼稚園のあり方検討委員会

①公立幼稚園について、廃園はやむを得ない。 
 ※廃園の時期については別途検討

②市内のすべての子どもに、より質の高い幼児教育や
 子育て支援の環境を提供する新たな体制を構築する
 こと。
 

答申の方向性について
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 第4回勝山市立幼稚園のあり方検討委員会

〇勝山市全体の幼児教育を維持するために、教育委員会が今まで小 
 中学校や幼稚園を訪問し指導してきたように、私立の保育園やこ
 ども園にも訪問をし保育参観をする体制をつくってほしい。 
〇教育委員会事務局と福祉児童課が、垣根をなくして一つになった
 組織作りができたら素晴らしい。 
〇少子化の推移や保護者のニーズや適正規模を考えると、廃園はや  
 むを得ないが、在籍している子どもたちはどのような形で転園す
 るのか。精神的なショックや不安にも対応してほしい。
〇廃園をする時期については、在籍保護者や入園希望の保護者の意
 見を踏まえて判断していく必要がある。
 

主なご意見


